
ミュージアム・コミュニケーションを活用した広告コミュニケーション拡大についての考察 

事例：国立新美術館でのエルメス「彼女と。」展 
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研究テーマ：デジタル技術の普及とインターネット・コミュニケーションが進展しつつある現代における芸術と文化 

マス・コミュニケーション型文化とプロシューマー型文化が共存、共栄、協働する表現について 

 

 

 

 

 

 

 

 

マス・コミュニケーション型文化 

 

（新聞・雑誌・ラジオ・テレビといった伝統的なマスメ

ディアを通じた一方向的情報発信が世論の形成や流行に

影響を与え、文化的エリート層がマスメディアの情報発

信を通じて牽引する芸術や文化） 

 

「大衆」は文化を享受する 

プロシューマー型文化 

（デジタル技術の普及とインターネット・コミュニケーシ

ョンの進展に伴い、人びとが情報コンテンツを自ら制作し

情報発信することを日常的に楽しみ、リゾーム状に人びと

がつながり合うことで作り出している芸術や文化） 

 

人びとは文化を享受するだけでなく 

誰もが能動的表現者でもある 



ハイブランドの広告コミュニケーション  

  → ポトラッチとして機能、ハイブランドとしての社会的地位を誇示 

  → ロゴやトレードマークは社会的上位者の記号ともなり、顧客をひきつける。 

（ポトラッチ potlatch…北太平洋岸のネイティブアメリカンの儀礼。 

公的な地位を誇示するために自分の富を分配する行為。チヌーク族の 

用語で「贈答」を意味する。『ブリタニカ国際大百科事典』） 

 

シャネル、ディオール、ルイ・ヴィトンなど 

 → 各種メディアに合わせて広告を掲載 

ファッション雑誌の巻頭の広告、テレビ CM、SNS の公式アカウント 

SNS のタイムラインに表示される運用型の動画コンテンツ 

 → どの広告コンテンツも芸術性が高い。マス・コミュニケーション型のポトラッチ 

  

芸術支援活動としてのポトラッチ 

 カルティエ財団、エルメス財団などが代表的。 

日本国内では、ブリジストン、資生堂など。 

マスメディア企業主催のブロックバスター展。 

 バブル期に多く見られた百貨店内のギャラリースペースも高度なポトラッチ。 

（ミュージアムではないが「美術館」と冠したものも多かった。） 

 

リーヴォヴィッツ撮影の 2011 年ルイ・ヴィトンのポスター 



 

 

 

 

 

 

 

エルメス 

 テレビ CM や雑誌広告などマスメディアを通じての広告は少ない。（2018 年、日本版『VOGUE』での広告掲載は 6 回（見開き 2 ページ）のみ。） 

SNS の公式アカウントはあり。しかし、運用型の動画コンテンツは見られない。 

 エルメス財団による芸術支援 

 芸術家によるウィンドウ・ディスプレイの構成、メゾンエルメス Le Forum での先進的な現代アートの展示 

 → 芸術支援活動のポトラッチにより、ブランド価値は高められているが、アートワールド以外で認知は得られにくい。 

 

 

 

 

 

 

 

ポトラッチとしての芸術支援や広告コンテンツは、表現の質や先進

性が肝要。 

 → 文化的エリート層である人びとの表現行為が重要視される。 

 → マス・コミュニケーション型の情報発信に留まる可能性が高

い。 

 → 人びとを情報の受け手の立場に留める。 

 

マス・コミュニケーション型情報発信に偏っては、 

情報環境の多様化によるプロシューマー型文化の拡大に対応で

きないのではないか 

クリスチャン・ヒダカによるウィンドウ・ディスプレイ Le Forum「うつろひ、たゆたひといとなみ」湊茉莉展 



国立新美術館 企画展示室２E  2018 年 7 月 11 日（水）～7 月 30 日（月） 

HERMES PRESESNTS   A MOVIE SHOOT EXPERINCE   

AVEC ELLE 「彼女と。」展 

主催：エルメス、国立新美術館 

 

無料 予約制 

演出 ロール・フラマリオン（映画監督、キュレーター） 

監修 バリ・バレ、ナデージュ・ヴァンヘ=シビュルスキー 

2018 年秋冬レディースのコレクションを用いたインタラクティブな展示。 

観客は展示に散りばめられた手掛かりをもとに、エルメスの描く女性像を想像し、 

「プレイフルでウィットに富んだ」エルメスの世界観を体感する。 

展示スペースには巨大な映画スタジオが設置され、8 つの場面が設定されている。 

展覧会は 30 名ほどのグループで案内される。観客のうち 1 名は俳優に混じって 

主人公（作家役）を演じ、他はエキストラ。観客は最初に「彼女」のイメージ映像を 

観覧したのち、案内に従って８つの場面を進む。 

「彼女」に魅せられた作家が「彼女」に会いたいと思い、訪ね歩くという設定。観客は撮影も SNS での発信も可。 

 

１ 友人との出会い  ２ 恋人との出会い  ３ 隣人との出会い  ４ 友人による回想シーン  ５ 恋人による回想シーン 

６ 隣人による回想シーン  ７ 妹との出会い  ８ 彼女の家で 

 



１～３の場面では、監督、助監督、カメラマン、音声係がいて撮影が行われる（実際に撮影が行われているかは不明）。主人公（作家）役の観客は俳優と共演し、エキス

トラの観客は撮影の様子を見学する。それぞれの場面で、主人公のインタビューに対して、友人、恋人、隣人が彼女について語る。 

4 の場面以降、撮影スタッフは登場しない。 

 

 

 

 

 

 

 

４～５の場面では、映画撮影のセットの前にモニターとディレクターズチェアが置かれており、モニターには撮影後の映像が流されている。観客は監督の目線となる。 

 

 

 

 

 

 

 

６の場面では、観客はみなパーティーに参加する客としてセットの中に入り、演者となる。この場面での記念撮影写真を用いたショートフィルムが展示のあと、参加者に

配布される。 

 



７の場面では、彼女の妹が主人公に彼女の不在を告げ、彼女からの手紙を作家に渡し、主人公が読む。 

８の場面では、彼女の家の庭に案内され、主人公がいる彼女の家の中の様子を窓越しに見る。俳優は登場しない。希望すれば観客のうち１～２名が彼女の家の中に入るこ

とが出来る。出口近くに女優の控室のセットがあり、入ることが出来る。 

場面を進むにつれ、撮影スタッフが登場しなくなることにより、観客のエキストラ役の人びとは見学者から映画の登場人物へと変化する仕掛けになっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「彼女と。」展と連動し、店舗では短編小説集『彼女と。』（文・朝吹真理子、写真・米田知子）が配布された。 

国立新美術館の展示から店舗への導線が引かれており、観客はミュージアムを出てからも「彼女」についての探求をする。 

 



観客のプロシューマー型の情報発信 

インスタグラム上では、「＃エルメス彼女と」のハッシュタグを付した投稿が多く行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

どこを切り取ってもファッション雑誌のページか映画の一場面のような写真や動画を観客は撮るこ

とが出来るが、隅々までエルメスの世界観で作りこまれた空間であり、プロシューマーである人び

との表現の自由度は広くはない。 

観客はインスタグラムのフィルター機能などを活かし、自らエディター兼モデルとして、マスメデ

ィアのような情報発信を楽しんでいる。 

 



メディアとしてのミュージアム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

村田麻里子 

『思想としてのミュージアム——ものと空間のメディア論』  

メディアとは、コミュニケーションの媒（なかだち）のことであり、

社会におけるコミュニケーションを媒介させるモノ・場所・空間また

は構造を指す、多層的な概念である 

21 世紀型のミュージアムに共通するのは、そのスペクタクル性であ

る。もはやミュージアムが視覚装置なのは、展示室の中のことだけで

はない。空間全体が、そして街と接する外面そのものが、スペクタク

ルとして人びとを引き付ける。 

テート・モダン館長クリス・デルコン 

「ミュージアムの空間や建築はメガ化しているが、しかしミュージア

ム自体は小さくなっていくだろう」 

ミュージアムという場が、もはやコレクションをみるためだけに訪れ

る場所ではなくなり、様々なイベントやワークショップがたくさん開

かれる中で、人びとが思い思いに集い、出会い、語り、時間を過ごす

「ミーティング・プレイス（meeting place）」になり、また「個人個

人が自分のミュージアムをプログラミングする」ようになる。 

 

 

2003 年テート・モダンでのオラフール・エリアソンの「お天気プロジェク

ト（The Weather Project）」 

巨大な「太陽」が空間を照らすこのインスタレーションが始まるや否や、テ

ート・モダンの来館者の様子が一変する。オレンジ色に染まるホールに、誰

からともなく人びとが座り込み、本を読んだり、仮眠をとったり、おしゃべ

りをしたりして、くつろぎはじめたというのだ。人びとがミュージアム空間

で寝ころび、展示室にも行かず、ショップも使わずただそこで何時間も過ご

すことに、当初はアーティストもミュージアムスタッフも戸惑い、怒りすら

沸いたという。しかし、それがやがて、ミュージアムの新しい姿を示唆して

いることに気がつき、むしろ喜びに変わる。 

村田麻里子、前掲書 



リレーショナル・アートの潮流 

リレーショナル・アート 

1900年代以降のファインアートの潮流の一つ。観者の関与や参加により成立する芸術作品。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《オゾン》展〔1998 年にドミニク・ゴンザレス＝フォルステルとベルナール・ジョイ

ステン（Bernard Joisten）、ピエール・ジョセフ（Pierre Joseph）とフィリップ・パレ

ーノによって考案され、1998 年にヌベールにあるＡＰＡＣ（現代アートセンター）と

コルシカ島にあるＦＲＡＣ（コルシカ現代美術館）で開催された〕は、私達の時代

（1990 年代）へと続く重要な芸術活動の道をかなり広げたのだが、この展示は「撮影

的空間」として提示され、つまり映画制作技術のモデルに従っていて、観者をカメラ

のようなものに進化させる実質的な暗室の空間であり、観者は自分の視点でフレーミ

ングをすることを求められ、アングルを決めて一コマ一コマ意味を切り取ることを求

められた。 

N.ブリオー『関係性の美学』（立石弘道・谷口光子共訳） 

 

N.ブリオー『関係性の美学』 

コンピューターという新しいメディア（技術）の芸術への真の影響は、 

芸術家の動作の痕跡（絵画のタッチやカメラの操作など）のイメージが作品なのではなく、 

芸術家が芸術作品を「プログラムする」ということにあるとした。 

観者の関与がプログラムされた作品により、何らかの関係性が生まれる。 

 

考察 

エルメス「彼女と。」展は、人びとを媒介するメデ

ィアであり「ミーティング・プレイス」へと変化し

つつあるミュージアムの現状と、観者の関与を取り

入れるファイン・アートの動向を取り入れている。

芸術支援活動のポトラッチを惜しまず、アートワー

ルドとの関係性を密接につくりあげているエルメス

だからこそ実現した展示であると言えるが、人びと

の情報発信も取り入れ、広告コミュニケーションと

して成功している。 
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